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田
紳
物
理
學
・
上
の
二
三
の
問
題
に
就
い
て

八
六

岩
井
勝
　
二
　
郎

　
識
別
性
の
定
義
ご
エ
ベ
ル
（
≦
。
ぴ
臼
）
氏
法
則
並
に
精
帥

測
定
画
数
（
℃
超
魯
。
ヨ
簿
膏
国
臼
一
a
O
嵩
）
の
形
に
就
い
て

ト
ム
ソ
ン
（
Q
・
霞
●
目
げ
O
旨
。
。
O
謬
）
氏
の
説
を
紹
介
し
た
い
ご

想
ふ
。

諺
Z
2
く
℃
〇
一
9
0
陶
≦
9
く
　
認
μ
　
簿
。
　
H
葺
。
母
屋
3
ユ
。
口
　
o
門
↓
一
躍
o
m
｝
5
鋸

蜜
g
。
・
霞
。
已
Φ
三
m
ぎ
　
H
）
い
憶
8
℃
｝
藁
甑
。
。
。
噂
又
貸
9
0
屑
亀
力
⑦
く
M
o
ヨ
拷
掬
く
h
押

累
9
野

　
　
　
　
剛

　
常
恒
法
的
麩
理
の
場
合
に
、
識
別
性
比
較
の
目
安
と
な

る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
通
常
識
別
性
は
識
刷
閾
に
反
比

例
す
る
も
の
ご
し
て
知
ら
れ
、
從
て
識
別
閾
が
小
で
あ
れ

ば
、
辱
そ
れ
響
け
、
其
の
人
の
識
別
性
は
大
き
い
ご
せ
ら
れ

る
。
然
ら
ば
何
を
以
て
識
別
閾
を
定
義
す
る
か
。

　
暫
く
例
を
紅
燈
實
験
に
探
る
。
比
較
刺
戟
を
横
軸
に
ξ

り
、
各
比
較
刺
戟
に
封
癒
す
る
三
種
の
側
漸
ー
ヨ
リ
重
イ
。

不
定
。
ヨ
リ
輕
イ
。
1
の
生
起
同
数
の
百
分
比
を
維
軸
に

ご
り
て
三
襟
の
曲
線
が
得
ら
れ
る
。
此
の
際
、
煮
端
制
漸
・

に
相
當
す
る
も
の
は
通
例
ゴ
ル
ト
ン
（
○
聾
睾
）
氏
の
オ
ヂ

ヴ
ス
（
○
触
く
＄
）
の
形
を
ご
り
、
「
不
定
」
（
§
匹
8
ご
①
亀
）
の

曲
線
は
鐘
形
を
な
す
。
縦
軸
五
〇
％
の
黙
を
過
る
横
軸
へ

の
李
行
線
ご
、
爾
オ
ヂ
ヅ
ス
こ
の
交
黙
に
相
當
す
る
比
較
幽

刺
戟
の
数
値
を
夫
々
S
及
ひ
3
ビ
す
れ
ば
、
識
別
閾
は
通
　

例
　
　
　
Q
。
一
し
。
．

　
　
　
　
　
ト
り

を
以
て
定
義
せ
ら
れ
る
。

　
從
て
此
の
分
子
の
大
小
は
、
や
が
て
識
別
性
の
小
大
に

癒
じ
、
S
ご
3
ご
が
合
一
す
る
際
の
識
別
性
は
無
限
大
の
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値
を
採
る
。

　
無
限
大
の
値
を
探
る
識
別
性
ご
は
何
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
か
。
更
に
、
学
際
上
、
此
の
分
子
の
値
の
大
小
に
は

■
濁
り
其
の
個
人
の
識
別
性
の
鏡
鈍
の
み
な
ら
す
、
「
不
定
」

劉
断
を
滞
る
回
数
の
有
無
の
影
響
も
亦
大
き
い
こ
ビ
を
注

意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
て
「
不
定
」
判
断
を
絶
無
に
し
て
、

「
重
」
、
「
輕
」
義
れ
か
の
判
断
の
み
を
輿
る
こ
ご
は
故
意
に

も
行
ひ
得
る
こ
ご
で
あ
る
が
故
に
、
か
く
の
如
き
定
義
は

識
別
性
を
比
較
す
る
上
に
は
不
適
當
で
あ
る
こ
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
Q

二

　
假
り
に
故
意
に
「
不
定
」
鋼
断
を
省
く
被
験
者
に
就
い
て

凝
る
こ
し
て
も
、
此
等
の
誇
に
は
、
事
忌
上
の
識
別
性

の
鏡
鉢
は
存
す
る
で
め
ら
う
。
而
し
て
、
此
が
目
安
ビ
し

て
は
、
爾
…
オ
ヂ
ヅ
ス
の
傾
斜
の
度
合
を
採
る
こ
ビ
が
出
來

る
。

精
聯
物
理
學
上
の
二
三
の
瞬
題
に
就
い
て

　
斯
檬
な
見
地
は
、
フ
ェ
ヒ
子
ル
（
屑
O
O
げ
一
戸
O
「
）
氏
が
夙
に
用

み
た
ビ
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
先
づ
「
不
定
」
叉
．
は
「
等
」
判
断
を

’
点
訳
し
て
半
端
判
断
に
加
へ
、
由
是
、
氏
に
於
て
は
所
謂

十
寸
表
を
用
み
て
h
を
定
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
の
場
合
で
は
、
假
想
的
の
主
槻
的
相
等
黙
の
前
後
に

そ
の
内
部
四
分
位
域
（
國
馨
窪
ρ
琵
蕊
H
o
閃
婁
σ
q
o
）
を
求
め
る
Q

換
言
す
れ
ば
爾
…
オ
ヂ
ヅ
ス
に
就
い
て
縦
軸
五
七
％
ご
二
五

％
ご
の
間
隔
に
相
當
す
る
比
較
刺
戟
の
差
異
を
採
る
の
で

あ
る
Q
こ
れ
を
　
．

　
　
　
　
ρ
一
ρ
”

で
表
臆
す
。

　
傾
斜
の
緩
急
は
、
此
の
値
の
大
小
ご
な
う
て
表
は
れ
、

加
之
、
前
述
の
識
別
閾
に
見
る
が
如
き
、
被
験
者
の
故
意

的
な
因
子
を
除
く
こ
ご
が
出
詣
る
か
ら
、
一
宮
優
れ
た
識

別
性
の
示
度
を
輿
る
と
思
は
れ
る
。

一

八
七
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エ
ベ
ル
氏
法
則
の
成
立
す
る
の
は
、
溢
者
の
軌
れ
に
就

い
て
や
あ
る
か
。
各
々
が
此
の
法
則
に
適
合
す
る
度
合
の

如
何
は
見
方
に
よ
り
て
は
叉
、
此
の
法
則
の
由
來
を
尋
る

一
つ
の
材
料
ε
も
な
り
得
や
う
。

　
若
し
識
別
閾
が
内
部
四
分
位
域
に
比
し
て
一
丁
大
な
る

適
合
を
示
す
な
ら
ば
、
此
の
法
則
は
、
生
理
的
よ
り
は
、

寧
ろ
心
理
的
に
説
明
せ
ら
る
べ
如
き
の
資
料
こ
な
ら
う
。

蓋
し
識
別
率
直
定
め
上
に
は
、
主
観
的
因
子
の
干
與
す
る

ど
こ
ろ
が
少
く
な
い
か
ら
。
乍
併
ト
ム
ソ
ン
氏
自
身
は
首

際
上
、
内
部
四
分
位
域
の
方
が
一
儲
精
密
な
る
適
合
を
示

す
べ
き
こ
ご
を
期
待
し
、
從
て
此
の
法
則
が
生
理
的
意
義

を
有
す
ご
な
す
に
傾
く
。

四

　
精
紳
測
定
函
撒
ご
は
、
斯
襟
な
諸
曲
線
に
適
す
る
数
學

的
函
数
の
謂
で
あ
る
が
、
多
く
の
學
者
は
、
雨
オ
ヂ
ヅ
ス

に
署
す
る
も
の
こ
し
て
は
正
常
誤
差
曲
線
の
積
分
式
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
入

り
、
鐘
形
線
に
益
す
る
も
の
ご
し
て
は
、
正
常
誤
差
曲
線

を
採
る
。
㎜
然
も
此
を
實
際
に
求
め
る
に
轡
田
り
て
は
、
先
づ

雨
オ
ヂ
ヅ
ス
を
作
り
、
各
比
較
刺
戟
に
僻
す
る
其
の
和

を
一
よ
り
引
き
去
っ
た
残
り
を
以
て
鐘
形
線
の
縦
軸
の
値

ご
定
め
る
。
か
く
の
如
き
手
績
き
に
よ
り
て
得
ら
る
、
鐘

形
線
が
、
正
常
誤
差
曲
線
と
な
る
こ
ご
は
不
可
能
で
あ

る
。

　
点
て
別
に
一
暦
適
切
な
る
函
数
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

　
ト
ム
ソ
ン
氏
は
此
に
封
ず
る
一
の
試
み
こ
し
て
、
判
断

の
公
算
に
就
い
て
の
考
へ
方
を
一
履
獲
食
す
る
必
要
を
認

め
た
Q
す
な
は
ち
、
三
種
の
山
砦
の
形
成
を
ば
、
例
へ
ば

赤
、
自
、
青
、
三
色
の
球
を
藏
す
る
甕
か
ら
一
球
を
抽
出

し
て
其
の
色
を
槍
す
る
場
合
に
比
較
す
る
事
が
出
來
る
。

．
各
刺
戟
毎
に
、
此
等
諸
色
の
球
の
割
合
が
相
異
な
る
甕
を

假
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
或
は
叉
、
各
刺
戟
に
荒
し
て
種
々
な
る
割
合
の
黒
、
臼



」r61

三
種
の
球
の
無
限
数
を
遣
す
る
甕
を
考
へ
、
毎
圏
一
定
数

を
抽
出
し
、
其
の
中
に
含
ま
れ
る
黒
球
の
種
ビ
な
る
捌
合

に
癒
じ
て
各
種
の
判
漸
を
考
へ
る
こ
ビ
も
田
無
や
う
。

五

　
行
論
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
弦
に
は
後
に
流
～
べ
た
見

地
か
ら
具
艦
的
の
数
字
に
よ
り
て
説
く
ゆ

　
七
〇
％
の
黒
球
ご
三
〇
％
の
自
爆
ご
を
藏
…
す
る
甕
を
考

へ
、
毎
同
四
個
づ
、
を
抽
出
す
る
も
の
こ
す
れ
ば
、
起
り

得
べ
き
場
合
の
数
は

　
（
黒
球
の
数
）

1
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
三

11　
　
　
　
　
二

mW　
　
　
　
　
一

V
　
　
　
　
O

　
　
合
計

　　　　　　　百
　　　　　　　募

四三二．．○麩

（
生
起
の
圏
数
）

○
・
二
四
〇
一

〇
・
四
一
一
六

〇
・
ニ
ム
門
馬
⊥
ハ

○
・
〇
七
五
六

〇
・
○
○
八
r

　
一
・
○
○
0
0

精
一
物
理
學
上
の
二
三
の
問
題
に
就
い
て

　
但
し
叢
に
い
ふ
生
起
同
歎
は
二
項
式
（
O
．
刈
＋
O
。
こ
。
は
の
展

開
の
項
に
相
器
す
る
。
嘱

　
次
に
此
等
五
種
の
場
合
の
中
、
黒
球
四
又
は
三
個
は

「
重
」
判
断
に
相
當
し
、
二
個
は
「
不
定
」
に
、
一
又
は
○
個

は
「
輕
」
判
断
に
相
當
す
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
此
の
刺
戟
の

値
に
賊
す
る
三
種
の
割
漸
生
起
の
同
数
は
夫
々

　
　
重
一
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
○
・
山
ハ
五
一
レ
～

　
　
不
．
　
定
　
　
（
等
）
　
　
○
・
二
↓
ハ
四
六

　
　
璽
　
　
　
　
　
　
　
○
・
○
八
三
七

　
　
奪

　
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
一
・
○
○
○
○

　
同
模
の
計
算
を
種
々
な
る
割
合
の
即
自
爾
球
を
藏
す
る

甕
に
就
い
て
行
へ
ば
次
の
表
を
得

　
此
を
圏
示
す
れ
ば
、
由
り
て
得
ら
る
＼
爾
オ
ヂ
ヴ
ス
並

に
鐘
形
線
は
、
二
子
上
の
結
果
に
本
く
も
の
ε
極
め
て
類

似
す
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。

　
曲
線
の
形
状
は
X
軸
を
測
る
仕
方
如
何
に
よ
り
て
、
鍵

化
す
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
、
右
の
圏
で
は
、
假
定
を
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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甕の疲分
定不重白黒

z．oeog

o，9．t77

0，8192

e．6517

0．4752

0．3125

0．1790

0．osi・）’”t

O，0272

o，oooo

OO正86

0」536

0，2646

03鋳8

0，37Jro

O．3458

0．2646

0，1：一，36

0．0甚86

0．ooeo

O．0037

0．oooo

o，oeoo

O．0037

0．0272）

O，OS37

0．1790

0，3125

0．d752

e．6517

0，819・．）

O，9L177

1，0000

恥
。
◎
卵
留
α
£
恥
醗
。
β
α
2
㎝
α
っ

㎝
㎝
0
2
0
β
劔
儲
鵬
㎝
㎝
0
9
恥

も
簡
輩
に
し
て
、
甕
中
の
黒
球
の
割
合
は
刺
戟
の
一
次

函
撒
で
あ
る
こ
し
、
被
瞼
者
が
確
か
に
輕
重
を
鋼
憎
し

得
る
限
界
内
に
於
て
は
直
接
に
此
を
表
す
る
も
の
ε
し

，
た
。
分
割
黙
を
ば
鐘
形
線
の
中
心
か
ら
不
等
の
間
隔
に

取
れ
ば
又
容
易
に
歪
状
曲
線
こ
す
る
事
が
出
來
る
。
更

に
毎
同
抽
出
す
る
球
の
数
亦
一
っ
の
因
子
こ
な
る
べ
く

　　／蜜
　／x

軽

　　　　　〉．x

madi／Z！

九
〇か

く
て
結
局
は
極
め
て

大
な
る
も
の
ε
な
り
、

二
項
式
に
替
る
に
一
層

複
雑
な
る
曲
線
を
以
て

す
べ
き
こ
ご
、
な
る
で

あ
ら
う
。

　
か
、
る
見
地
よ
り
す

れ
ば
、
標
準
並
に
比
較

刺
戟
及
び
被
験
者
の
生

理
的
膿
制
は
甕
中
の
黒

球
の
割
合
を
規
定
す
る

も
の
ε
な
り
、
毎
同
抽

出
の
球
に
就
い
て
三
種

の
羽
断
の
夫
々
に
膳
す

る
黒
球
の
割
合
は
被
験

者
自
身
の
意
識
的
作
用

に
依
存
し
て
、
故
意
に



鍵
化
す
る
こ
ご
が
出
來
、
且
つ
其
の
際
の
氣
分
に
由
り
て

鍵
る
。

　
各
種
の
判
断
に
關
す
る
曲
線
を
夫
々
濁
立
な
る
霜
野
ご

卸
す
し
て
、
一
の
誤
差
函
数
の
部
分
ご
見
た
ト
ム
ソ
ン
氏

の
見
解
は
、
よ
し
や
、
現
在
に
於
て
は
、
此
等
干
具
す
る

諸
種
の
因
子
の
實
目
上
の
頸
別
の
困
難
な
る
が
た
め
に
、

急
に
数
果
を
齎
す
こ
ざ
が
な
い
ε
し
て
も
、
新
し
い
考
察

の
方
向
を
示
陵
し
た
も
の
ご
見
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
　
　
（
一
〇
、
四
、
一
〇
）

癩
病
近
況

　
　
　
　
マ
イ
ノ
ン
グ
、
ベ
ン
ノ
・
エ
ル
ド
マ
ン
、
フ
ラ
ツ
ケ
ン
ベ

　
　
ル
ヒ
の
卦
に
就
い
て

　
　
　
三
人
共
昨
年
の
秋
に
長
逝
ぜ
ら
れ
六
マ
」
の
こ
ミ
で
あ
ろ
。
　
ウ
イ
ン
ヂ
ル
バ

　
　
ン
ド
、
ヘ
ル
マ
ン
コ
ー
エ
ン
逝
い
て
よ
り
以
來
ド
イ
セ
ン
、
ジ
ム
メ
ル
、
ヴ
盤

　
　
ン
ト
稲
毛
い
で
逝
き
今
ま
力
感
等
三
人
の
計
に
接
し
て
猫
逸
哲
學
界
の
六
め

　
　
に
感
慨
な
深
う
ゼ
ざ
る
な
得
な
い
、
そ
し
て
あ
の
血
ビ
曹
悶
ビ
で
溌
ひ
あ
っ

　
　
六
大
職
な
韓
機
ぜ
し
て
蜀
遊
思
想
界
の
前
途
に
開
か
ろ
・
新
し
碁
蓮
命
ミ
、

63

@
此
等
恒
心
相
…
家
の
計
せ
の
問
に
何
等
か
の
關
…
聯
あ
る
毛
の
ぜ
考
へ
ざ
る
葎
得
な

5
　
　
　
　
　
　
　
　
學
界
　
近
．
況

い
。

　
マ
イ
ノ
ン
グ
に
一
入
五
三
年
レ
ム
ペ
ル
ヒ
に
生
れ
グ
ラ
ー
ツ
大
嘘
の
敏
授

ε
な
り
填
國
に
於
け
ろ
實
験
心
理
教
室
の
創
始
巻
で
あ
っ
六
〇
氏
の
思
想
ば

種
々
な
る
方
薗
に
亘
っ
て
深
き
思
索
芒
鏡
き
分
析
オ
な
示
し
穴
の
で
あ
っ
六

が
就
中
氏
の
所
謂
野
象
論
（
Ω
。
σ
q
g
珍
＆
巴
お
。
ユ
。
）
オ
心
理
學
的
方
面
の
中

心
思
想
大
る
ア
ン
ナ
ー
メ
ピ
、
誉
れ
の
上
に
晶
染
き
上
げ
六
同
値
論
ぐ
」
に
最
も

注
目
す
べ
毫
も
の
で
あ
ら
う
。
認
象
論
的
五
雲
に
沢
ル
ソ
ア
ー
ノ
の
思
想
に

重
要
な
ろ
意
義
た
負
ふ
べ
く
心
理
學
的
方
癒
1
ー
プ
レ
ン
タ
ノ
の
後
払
者
定
見

て
も
差
支
な
か
ら
う
。
其
他
ヒ
ュ
ー
ム
に
得
ろ
こ
こ
ろ
多
く
エ
ー
レ
ン
フ
エ

ル
ス
、
ヘ
フ
ラ
卍
ミ
は
互
に
㎞
八
郷
貿
し
A
口
つ
ナ
P
黙
極
め
て
深
か
っ
六
や
う
に
田
山
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黷
驍
n
氏
の
封
象
論
の
中
心
思
想
ほ
ボ
ル
ソ
ア
ー
ノ
の
表
象
自
髄
命
題
自
マ

騰
亡
ヒ
ュ
ー
ム
の
醐
係
説
ビ
な
結
合
し
カ
も
の
で
あ
っ
糞
。
そ
れ
な
判
明
に

し
負
も
の
に
｝
八
九
一
年
の
O
。
藷
）
げ
惹
。
コ
定
力
Φ
一
p
9
⇒
に
醐
す
ろ
研
究
及

一
入
九
九
年
の
高
次
の
封
象
に
關
す
ろ
研
究
で
あ
る
。
後
者
ほ
氏
の
醤
象
論

の
〕
県
に
中
心
思
想
た
築
け
ろ
も
の
で
あ
っ
索
。
　
さ
れ
ご
独
そ
れ
に
に
謝
象
論

的
直
方
建
心
理
學
的
見
方
の
慨
別
が
乗
だ
鋼
明
し
な
か
つ
六
の
で
め
う
が
一

九
〇
四
年
の
欝
象
論
｝
般
に
關
ず
ろ
短
か
き
弓
丈
に
於
て
も
ば
や
謝
象
論
に

心
理
墨
よ
り
峻
岡
ぜ
ら
れ
カ
ろ
｛
箇
の
猫
立
的
學
ビ
し
て
非
心
理
學
的
領
野
、

に
築
か
れ
表
の
で
あ
っ
カ
。
　
そ
れ
に
由
れ
ば
鮒
象
論
ビ
任
云
ふ
迄
も
取
く
醤

象
の
研
究
で
あ
る
が
氏
の
云
ふ
獅
象
マ
」
に
張
工
の
意
昧
で
の
霧
准
罫
象
で
な

く
、
霧
在
ミ
か
非
霧
在
定
か
の
罫
立
な
超
越
ぜ
ろ
純
粋
封
象
で
あ
ろ
。
例
へ

雰
存
在
な
る
に
ぜ
よ
叉
は
如
何
に
し
て
も
思
惟
す
べ
か
ら
ざ
る
不
合
理
的
な

ろ
も
の
に
ぜ
よ
猜
そ
れ
が
何
等
か
の
意
味
で
○
巴
讐
汗
O
の
封
象
大
ろ
限
り
封

象
ぜ
し
て
の
特
質
た
特
ぬ
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
㌧
る
特
質
な
彼
ほ
。
α
o
ぎ
に
謝

九
一


